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かず 数 データ

23
交通事故死亡者の急増に、昨年政府は「交

通事故非常事態J を宣言、交遍安全の敝底を
呼びかけました。足立区でも23人( 12 月末日
現在) の方か交通事敵で死亡。新しい年の始
め、今年も交遭ルールを守り、良い年に。

活
力
あ
る
ま
ち
を

目
指
し
て

再
生
基
本
計
画
ま
と
ま
る

西新井駅
西口地区

西
新
井
駅
西
口
地
区
(約
3
3
D
)の
再
生
を

目
指
す
「
地
区
再
生
基
本
計
画
L
が
、
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、こ

の
地
区
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
ガ
イ
ド
フ

ラ
ン
と
な
る
も
の
で
す
。

現
在
、
区
で
は
こ
の
計
画
に
つ
い
て
地
元

説
明
会
な
ど
を
開
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
向
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
区
再
生
の
た
め
の
基
本
的
考
え
方

西
新
井
駅
西
口
地
区
は
、
道
路

が
立
ち
遅
れ
、商
業
活
動
の
停
滞
、

や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備

防
災
な
ど
多
く
の
都
市
問
題
を
か

か
え
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
打

開
す
る
に
は
、
再
開
発
な
ど
に
よ

る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

西
新
井
駅
周
辺
は
、
区
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
交
通
の
要
所
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
優
れ
た
点
や
西

口
地
区
の
ふ
葹

の
発
展
の
可
能
性

を
生
か
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
複
合
的
に
取
り
入
れ
、
地
域
の

中
心
地
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な

拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
道
路
や
広
場
な
ど

の
都
市
基
盤
整
備
と
都
市
防
災
の

機
能
強
化
を
図
る
考
え
で
す
。

地
区
の

土
地
利
用

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
、
こ
の

地
区
内
に
商
業
、業
務
、
文
化

、住

宅
な
ど
を
複
合
的
に
配
置
し
つ

つ
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
こ

と
で
、
快
適
な
環
境
と
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す

。

ま
た
、
地
区
内
の
大
規
模
工
場

用
地
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
も
、

こ
の
計
画
の
方
針
に
沿
っ
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

主
要
な
公
共

施
設
の
整
備

商
業
活
動
、
文
化
活
動
の
場
、

住
宅
地
と
し
て
、
こ
の
地
区
の
複

合
的
か
つ
総
合
的
な
立
地
を
つ
く

る
に
は
、
公
共
施
設
の
整
備
が
必

要
で
す
。

ま
ち
の
活
性
化
に
伴
い
、(
箙

人
や
車
が
増
加
し
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
駅
前
広
場
を
拡

充
し
、
そ
の
広
場
に
接
続
す
る
幹

線
道
路
の
拡
幅
整
備
を
図
り
ま

す
。ま

た
、区
画
街
路
は
、
基
本
的

に
地
区
幹
線
道
路
に
つ
な
げ
、
利

便
性
と
地
区
の
防
災
性
を
高
め
ま

す
。そ

の
整
備
は
、
街
区
整
備
に
あ

わ
せ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向

に
沿
っ
た
形
で
、
段
階
的
に
行
う

考
え
で
す
。

計
画
実
現
に

向

け

て

こ
れ
ら
の
基
本
方
針
に
沿
っ

て
、
こ
の
地
区
の
再
生
を
図
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
商
業
、

業
務
、
地
場
産
業
な
ど
の
拠
点
と

し
て
、
都
心
へ
の
近
接
性
を
生
か

し
た
居
住
空
間
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

{フ
後
、
区
で
は
こ
の
調
査
を
も

と
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
、
活
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
、
事
業
の
促
進
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

現在の西新井駅西口広場

東 京 武 道 館

2 月10 日 、オ ープ ン

い
よ
い
よ
2
月
1
0日
、
綾
瀬
に

都
立
「
東
一
涙

道
館
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

東
京
武
道
館
は
、
九
段
の
日
本

武
道
館
に
次
ぐ
規
模
。
日
本
古
来

の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
武
道
」
を

普
及
、
発
展
さ
せ
る
総
合
武
道
セ

ン
タ
ー
で
す
。
公
式
試
合
8
面
が

可
能
な
フ
ロ
ア
に
、4
千
席
の
観

客
席
と
。
国
際
大
会
に
も
十
分
な

規
模
。
こ
の
東
京
武
道
館
の
開
設

で
足
立
が
、
綾
瀬
が
新
し
い
国
際

交
流
の
場
と
も
な
り
ま
す
。

2
月
1
1日
か
ら
は
、
里
只
武
道

館
開
館
を
記
念
し
て
、
柔
道
。
剣

道
を
は
じ
め
と
す
る
「
東
京
武
道

祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会

に
は
、
中
国
北
京
市
か
ら
も
選
手

(柔
道
)

が
参
加
の
予
定
で
す
。

□東
綾
瀬
公
園
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

里
累
武
道
館
開
館
に
合
わ
せ
、

東
綾
瀬
公
園
も
改
修
さ
れ
、
そ
の

姿
を
I
新
し
ま
す
。

ズ

囗
ゾ
ー
ン
ご

健
康
ス
ポ
ー

ツ
ソ
ー
ン
≒

子
供
の
遊
び
・
散
策

ゾ
ー
ン
″
に
区
分
さ
れ
、
水
と
緑

を
生
か
し
た
変
化
に
富
む
公
園
と

な
り
ま
す
。

特
に
、入
ロ
ゾ
ー
ン
の
通
称
「
鳩

公
園
」
に
は
、
中
央
に
お
祭
り
広

場
、
周
囲
に
高
さ
約
3
び
の
列
柱

が
並
ら
び
ま
す
。
公
園
内
に
は
、(

卜
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
水
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
置
か
れ
ま
す
。

「
鳩
公
園
」
わ
き
に
は
、
武
道

館
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
山
形
の
ゲ

ー
ト
が
置
か
れ
、
武
道
の
世
界
へ

の
入
口
と
な
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト
わ

き
に
は
、
足
立
区
区
民
憲
章
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
も
。
野
球
場
ま
で
が

元
年
度
中
に
、
そ
の
他
は
2
年
度

に
整
備
さ
れ
ま
す
。

※
惠
示
武
道
館
に
つ
い
て
は
、「
あ

だ
ち
広
報
」
1
月
2
5日
号
で
詳
し

く
ぉ
知
ら
せ
し
ま
す
。

すてきだね! 夢いっぱいあ

る

暮らし

楽
し
く
歩
け
る

ま
ち

づ
く
り

接
道
部
緑
化
工
事
費
の
一
部
助
成

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
J
F

は
あ
り
ま
す
か
。

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
最
大

限
緑
を
植
え
る
方
法
と
し
て
、

生
垣
や
植
樹
帯
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
区
で
は
、
道
路
に
接

し
た
敷
地
に
生
垣
や
植
樹
帯
を

作
る
方
に
工
事
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。(下
表
)

そ
こ
に
住
む
人
だ
け
で
な

く
、
道
行
く
人
に
も
緑
の
恵
み

が
感
じ
ら
れ
る
接
道
部
緑
化

。

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
。

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
緑

化
係
(

　
8
8
2
-
1
1
1
㈹
)
ま

で
。

交付金の額

'ただし、j 二記の差額死超える場合は、自己負担となり 、
以下は実費を交付しま覃。

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

緑

の

写

真
入
賞
作
品
展

公
害
防
止
、
緑
化
推
進
を
テ

ー
マ
と
し
た
環
境
保
全
ポ
ス
タ

ー
と
、
区
内
の
身
近
な
X
r

を
テ
ー
マ
と
し
た
緑
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
優
秀
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

日
時
1
月
1
9
日
～
2
1
日
、
午
　

前
1
0時
～
午
後
5
時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

本
庁
舎
・環
境
譁
、

緑
化
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

苗
木
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

誕
生
・
新
築
記
念
樹

区
で
は
、
緑
化
推
進
の
ひ
と

つ
と
し
て
誕
生
記
念
樹
、
新
築

記
念
樹
の
苗
木
を
配
布
し
ま

す
。

・
誕
生
配
念
樹

対
象

元
年
9
月
以
降
に
子
ど

も
が
生
ま
れ
、引
き
続
き
区

内
に
住
ん
で
い
る
方

樹
種
・
本
数

紅
梅
、
八
重
桜
、

サ
ザ
ン
カ
、
カ
キ
、
キ
ン
モ

ク
セ
イ
い
ず
れ
か
1
本

樹
高

网
丿
祕
度

申
込
方
法

申
込
用
(
ガ
キ
ま

た
は
官
製
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、子
ど
も

の
名
前
、生
年
月
日
、
希
望

樹
種
名
、「
誕
生
記
念
樹
希

芦
と
明
記

颶
新
築
配
念
樹

対
象

元
年
9
月
以
降
に
新
築

ま
た
は
増
築
し
た
方
(
敷
地

面
積
劭
平
方
び
以
上
)

樹
種
・
本
数
(

ナ
ミ
ズ
キ
(紅

花
)
1
本

樹
高

口

糧

度

申
込
方
法

申
込
用
(

ガ
キ
ま

た
は
官
製
(
ガ
キ
に
住
所

、

新
築
の
場
所
、
現
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、「
新
築
記
念

樹
希
望
」と
明
記

配
布
予
定

い
ず
れ
も
3
月
中

甸
(
日
時
・
場
所
は
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
)

申
込
期
限

い
ず
れ
も
2
月
1
　

日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

緑
化
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

入谷南中学校の移転開校
に伴う通学区域の変更

1
月
―
日
号
4

面
の
記
事

「
入
谷
南
中
学
校
の
移
転
開
校

に
伴
う
通
学
区
域
の
変
更
」
表

②
で
、
「
通
学
区
域
の
変
更
」は

「
入
谷
忠
f

校
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
、
右
表
の
と

お
り
訂
正
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
学

事
第
一
係
(
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

ま
で
。

《
広
報
課
》

K通学区域の変更は、2 年4 月1 日がら。新
1年生から実施し、在学生はそのままです。
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福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
助
成

4
月
1
日

、
開
始

こ
の
制
度
は

、
ひ
と
り
幎
衣

庭
の
方
が
病
気
や
ヶ
が
な
ど
を

し
た
塰
R

安
心
し
て
医
療
機

関
で
受
診
で
さ
る
よ
う

、
医
療

賢
の
一
部
を
区
が
助
成
す
る
も

の
で
す
。

申
請
は
1
月
2
4日
ま
で

。
お

早
め
に
。

s
助
成
を
賢
け
ら
れ
る
方

区
内
に
住
所
が
あ
る
医
療
保

険
の
加
入
者
で

。
次
に
該
当
す

る
児
童
a

歳
に
な
っ
た
年
の

年
度
末
ま
で
駭
襪
2
0
嫩
宋
灣

中
鷹
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
竃

を
含
む
)
と
、
そ
の
児
童
を
贅

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

方▽
父
母
が
婚
姻
を
解
消
じ
た
児

童
▽
父
ま
た
は
毋
が
死
亡
し
た
児

童

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
陣
客

に
あ
る
児
童

▽
父
ま
た
は
毋
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
引
き
観
き
1
　

年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
竃

▽
父
ま
た
は
毋
が
法
令
で
引
き

観
き
1
年
以
上
拘
束
さ
れ
て

い
る
児
童

▽
毋
が
婦
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し

た
児
童
で
父
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
児
童

嚠
申
誦
に
必
一

な
も
の

▽
戸

蒔
讚
本
{
申
睛
者
・
児
童
}
　
1

通

▽
健
康
保
険
証
(
申

睛
者
・
児
童
)

▽
印
か
ん

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の

手
帳

▽
昨
年
1
月
2
日
以

降
足
立
区
に
転
入
し
た
方
…

酸
住
所
地
の
区
市
町
村
長
発

行
の
所
得
証
明
S
(
児
童
扶

i
m

用
)

▽
足
立
区
に

僅
民
登
録
の
な
い
方
=
・
睛
柄

一

の
記
載
の
あ
る
世
帯
全
員
の

住
民
票
1
通

S
児
重
扶
養
手
当
鷽
幡
肴
の
申

謫
に
必
脣
な
も
力

▽
児
童

扶
費
子
当
証
一

▽
健
康
保

陝
証

▽
印
か
ん

・
医
療
賢
助
成
の
対
象
外
の
方

▽
申
請
者
、
配
偶
煮

扶
央
教

務
者
の
所
博
が
制
限
額
以
上

の
家
庭
{
左
上
衣
}

▽
生
活
保
護
受
怜
中
の
方

▽
心
身
障
害
者
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て

い
る
方

‘

▽
児
童
擶
阯
施
股
砕
に
入
所
し

て
い
る
方

申
請
賢
付
期
間
1
月
1
6
日
　
～

2
4日

申
S
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
医
療
担
当

さ
鮫
1
1
1
1

㈹

所得制限額

控除額一覧

生
業
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

賢
付
対
象

▽
一
般
の
龠
融
機

関
か
ら
噸
資
を
受
け
る
こ
と

が
困
難

▽
資
金
の
備
り
受

け
に
よ
り
、
独
立
の
生
肝

が

立
て
ら
れ
る

▽
区
内
に
1
　

年
以
上
贋
住
し
て
い
る

▽

原
則
と
し
て
住
民
登
録
上
の

世
帯
主

▽
事
巣
の
砿
充
ま

た
は
新
規
に
開
業
す
る

▽

住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
1

人
つ
け
る

貸
付
限
度
額
1

世
帯
沺
万
円

以
内

利
率

年
2
・
8
%
i

置
期

間
中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
5
0

回
元
利
勾
等
僕

還
{
6
ヵ
月
据
置
}

申
込
方
法

申
冊
一

を
潭
接
窓

囗
へ

受
付
期
間
1

月
1
6日
～
2
6日

一
申
睛
S
は
、
区
民
事
務
所
に

も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
斤
舎
・

賢
付
係
a

唹
1
1
1
1

㈹

私
立
幼
稚
園
児
保
護
者
に

補
助
金
を
支
給

(
元
年
1
0

月
～
2

年
3

月
分

)

区
で
は
、
私
立
幼
稚
園
お
よ

び
私
立
幼
稚
圃
類
似
施
股
R

内

は
花
畑
団
地
幼
児
教
室

の

み
)
の
園
児
の
保
順
者
に
、
補

助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
幡
対
象

筌

て
の
条
件
を
両

た
す
こ
と
)

▽
元
年
4
月
1
日
以
曜

引

き

続
き
区
に
住
民
登
録
が
あ
・
る

▽
私
立
幼
稚
圜
お
よ
ぴ
類
似
施

股
に
在
籍
す
る
5
～
3
歳
　

(
昭
和
5
8
年
4
月
2
日
～
6
1
　

年
4
月
1
日
生
)
児
の
保
護

者
▽
保
育
料
を
完
納
し
て
い
る

補
助
金
月
観
1

万
円
(
入
園

料

保
育
料
に
よ
り
、
啼
助

金
を
減
額
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
)

支
給
予
定
3

月
下
甸

申
鳩
方
法

▽
区
外
の
圃
に
在
霜
の
鳩
合
・
:

本
庁
舍
・
掌
事
第
二
係
へ
廩

接
i

送
は
不
可
)

▽
転
居
し
た
l
a

、
区
内
在

住
月
分
を
申
請

申
饋
に
必
一

な
も
の

▽
印
か

ん

茱

肉
便
用
の
も
の
)

▽
園
児
在
篇
証
明
魯
(
区
所
定

の
も
の
)

▽
保
護
者
名
義

の
預
金
通
恨
(
郵
便
局
を
除

く
)

申
請
一

類

幼
稚
園
ま
た
は
区

の
窓
口

申
請
瑚
限
2

月
1
7日

▽
区
内
の
園
に
在
罵
の
!
?
・
　

園
の
指
示
に
よ
り
手
続
き
s

元
年
度
の
申
請
は
、
今
回
で

締
め
切
り
ま
す
。
前
期
分
(
元

年
4
月
～
9
月
)
を
木
申
請
の

方
も
期
限
ま
で

に
忘

れ
ず
に
。

問
會
せ
先

本
斤
曾
ふ

本
第

二
係
e

跏
1
1
1
1

㈹

減

免

し

ま

す

幼
稚
園
の
保
育
料

ま
だ
手
続
さ
し
て
い
な
い
方

は
お
早
め
に
。

対
象

▽
区
内
在
住

▽
公
認

私
立
お
よ
び
公
立
幼
稚
園
に

4
・
5

戚
児
{
昭
和

擘
4
　

月
2
一日
～
6
0
年
4

月
1

日

生
}
を
通
濶
さ
せ
て
い
る
下

表
に
霞
当
す
る
世
帝

申
請
方
法

各
幼
碓
園
に
あ
る

申
請
用
紙
に
、
元
年
廩
区
民

碗
課
税
証
明
S
を
添
え
、
各

閨
艮
ま
で

申
朋
瑚
限
1

月
2
0日

家
元
年
度
の
申
請
は
、
今
回
で

締
め
切
り
ま
す
。

間
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
一

二
係

ひ
脚
1
1
1
1
㈹

※ 世帯 鞦ま靠p 、2 心 ㎝ ● がも5 ● 鰛 、嶐粤WS 欅 のきl k l S

女

性

女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
(
1月～
3月
)

〝
セ

ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
卜
〟

―
・
2
月

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
で
は
。
今
駟
題
の
セ
ク
シ
ヤ

ル
ー
(
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

、

各
分
野
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
て

、

参
加
者
と
と
も
に
考
え
ま
す

。3

月
に
は
、
ま
と
め
と
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

日
時
1
月
2
4
日
(
水
)
、牛
瘋
　

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

対
象

区
内

在
住
・
在
助
・
在

学
の
男
女

ゲ
ス
ト

倉
淑
子
氏
(

フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

費
用

無
料

女
性
の
た
め
の

自
己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

自
分
の
考
え
や
感
情
を
正
確

に
伝
え
、
自
己
を
き
ち
ん
と
表

現
し
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
人

間
関
係
づ
く
り
に
む
け
て
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
恥
▽
2
月
1
日
～
3
月
2
9
　

日
の
毎
週
木
曜
日
、午
後
2
　

時
～
4
時
▽
宿
泊
研
修

i

沼

野
外

レ

ク
リ
エ

ー

ジ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー
・
・・
3

月
1
7
　

日

・
1
8
旦

▽
全
1
0

回

男 と 女 の

料理教 室

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
女
性

定
員
3
0

人
(
抽
遇
)

講
師

小
野
寺
(

重
子
氏
(
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
恚

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
宿
泊

費
用
5
千
円
程
度
)

申
込
期
限
1

月
2
2日
必
一

日
時
2
月
6
日
～
3
月
6
日
　

毎
週
火
曜
日
、午
後
6
時
3
0
　

分
～
8
時
3
0
分
筌
5
回
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

定
員
4
0

人

軍
し
込
み
多
数

の
l
a

抽
選
)

費
用
無
料
(
た
だ
し
材
料
賢
　

実
w
負
廻
)

申
込
期
限
1

月
2
2日
必
一

い
ず
れ
も

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、
年
齢

、
職
業

、

電
話
番
盻

、
希
望
講
座
名

、

希
望
理
由
を
明
肥

。
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
は

、(
ガ
弋

一

話
で

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合

セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
3梅田
7
1
　
3
3
1
1

エ
ル
ソ
フ
ィ
ア
内

豊
凹
5
2
2
2
)

募

集

第
4
回

足立区観光写真
コ ン ク ー ル

作品募集( あなたの力作を)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方

腿
材
%
内
の
公
共
施
股
、
名
　

所
、
旧
跡
、
文
化
潭
覆
、
伝

栲
行
事
、
可
川
、
街
な
み
等

規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
4
レ

切
(
ワ
イ
ド
4
ツ
切
は
除
く
)

応
募
方
法

心
募
用
紙
に
肥
入

の
う
え
、
直
接
神
参
ま
た
は

郵
送

応
羃
先

足
立
K
眼
光
受
=

事

務
局
(
〒
刈
巾
央
本
町
l
l
　
1
7
-

―

中
央
本
町
庁
舎
・

商
工
振
興
課
内
)
ま
た
は
区

内
写
真
商
案
協
同
襲

川

盟

店
応
募
期
限
1

月
3
1日
消
印
有

効
巓
心
辱
刷
紙
は
、
眼
光
曼

。覃

務
酘

各
区
民
事
柄
所
、
区
内

の
主
な
カ
メ
ラ
店
に
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先

足
立
区
観
光
協
会

瑟
5
1
9
1

63年度 準特 選 「都 市農業 公園 秋 景」

武田 裕 さん( 江 北五 丁目 在住)

国
民
健
康
保
険

非
常
勤
職
員

応
募
賢
格
▽
g
内
ま
た
は
そ
　

の
近
郊
に
在
住
▽
お
お
む
　

ね
3
0
戦
～
6
3
纉

職
務
内
容

主
と
し
て
戸
刈
肪

問
に
よ
る
保
険
料
の
集
金

雇
用
期
間
3

月
1
5日
か
ら
1
　

年
間

募
隻
人
員
1
5
人
樫
度

勳
梛
条
件
月
1
8
日
T
週
2
2
　
～

3
2時
間
}

姶
与

基
本
給
と
能
宰
給
の
合

計
額
(
平
均
月
杓
1
3万
5
千

川
)

応
募
方
法

喟
歴
魯
{
市
収
、

自
筆
、
写
真
貼
付
}
を
持
参

選
考
万
渣

書
垓
選
考
お
よ
ぴ

面
接

応
募
期
限
1

月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
曾

‘
国
艮
健
康
保
険
課
保

険
料
係

・
l
硼
5
1
4
1

国
民
年
金
課

非

常

勤

職

員

(
国
民
年

金

推

進

員
)

応
募
資
格
▽
区
内
ま
た
は
そ
　

の
近
郊
に
在
住
▽
お
お
む
　

ね
3
0
岷
～
6
3
峻

皸
穗
内
容

主
に
戸
別
筋
問
に

よ
る
保
険
料
収
納
、
相
談

勤
務
条
件
月
1
8
日
(
1
日
8
　

時
間
以
戝
―
週
2
2
時
間
　
～

3
2時
!

、勤
穆
時
閥
帯
は

自
己
管
理

探
用
予
定
3

月
一
日

募
集
人
員
1
3
人
但
慶

給
与

基
本
給
T

日
4

千

円
}
と
能
率
給
の
合
計
{
平

均
月
1
3万
5
千
円
程
度
}

応
募
方
法

喟
鬯
I

吊
販
、

自
筆
、
写
真
貼
付
)
を
持
参

選
考
方
法

両
接
お
よ
び
一

類

審
爽

応
募
期
限
1

月
跖
日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係

豊
朗
5
1
5
1

学
童

保

育
室

入
室
児
童

を
募
集
中

対
象
4

月
か
ら
小
学
I
～
3
　

年
生
に
な
る
児
童

申
込
方
法

申
吊
S

、
家
穹
状

況
票
、
助
務
証
明
I

、
印
か

ん
を
持
参
の
う
え
、
希
望
の

学
童
保
育
童
へ

申
込
期
限
1

月
2
3日

東
用
紙
は
鳬
i

保
育
童
に
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

幸
血
保
育
係

豊
覬
5
1
8
　
1

相

談

教
育
上
の
問
題
は
教
育
相
談
へ

◆
面
接
相
談

日
時
日
曜
'
£
日
を
除
く
毎
　

日
、
午
加
9
時
～
午
後
5
時
　

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

s
s
9
5
3
1

▽
綾
瀬
分

窒
s
a
3
5
8
8

◆
電
話
相
談

曰
畤

毎
週
月
曜
y
金
噸
日

(
祝
日
螽

く
)
、午
前
9
時

～
午
後
4
時
3
0分

一

話
番
号

扇
7
8
6
7

問
合
せ
先

警

セ
ン
タ
ー
　

昌
9
5
3
1

乳 幼児
すこやか相談

実
施
保
育
圃
・
相
談
日
▽
興
　

野
保
育
園
(
酉
新
井
本
町
4
　
-

1
9
1
2
3
廿
励
3
2
0
　
0
T

毎
週
月
・
土
曜
日

▽

一一
I一
I
I

親
脾
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
　

2
9
1
6
e
腑
3
8
6
0
)
　

…
律
週
水
・
命
曜
日
▽
斬
　

田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
　

1
0
s
9
1
4
6
4
6
6
)
・
・
・
毎
　

週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

竜
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係
a

皎
1
1
1
1

㈹

1
月
の
年
金
出
帳
相
談

保
健
・
衛
生

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

献
血
推
進
強
調
月
間

(
1
月
1
3

日
～

2
月
1
2日

)

日
程
・
場
所

1
月

▽
1
6日
(
火
丁

西
新
井
駅
西
口

▽
2
0日
(
土
工

竹
ノ
塚
駅
東
口

▽
2
2日

月
)
・・・
ヤ
マ
ト
運
輸

㈱
王
子
ピ
ル
(
新
田
―
-
9
　
1
1
)

▽
2
4日
(
水
了
・・
飯
田
百
貨
店

鹿
浜

店
(
鹿
浜
7
1
2
1
　
3
)

▽
2
7日
(
恚

・
=北
千
住
駅
西
口

▽
2
8日
(
一日
T

・
保
塚
セ
ン
タ

ー
(
保
塚
町
7
L
1
6
)

▽
3
0艮

火
)
・
=北
千
住
駅
西
口

▽
3
1

日
(

水

了

酉

新
井

駅
東

口

2
月

▽
4

日
(

日

了

北
干

佳

駅
西

口

▽
7

日
(

水
)

・・・
北
千

住

駅
西

口
(

午

後
の

み
)

▽
1
1
日
(
日
下
竹
ノ
駅
駅
東
口

受
付
時
間
午
前
1
0
時～
午
後
　

3

時
3
0

分

憂

食
'

休

憩

時

間

を
除

く
)

問
合

せ
先

葛

飾
赤

十
字

皿
液

セ

ン

タ

上

四

回
5
7
0
　
1
)

、
区
本

庁
舍

・
保
健

予

防

係
(

魯
脱
―
―

―
―

㈹
)

催

し

物

中
高
年
勤
労
者
講
座

さ
わ
や
か

ナ
イ
ス
・
ラ
イ
フ

こ
れ
か
ら
の
生
涯
生
活
設
計

日
時
2

月
1
3・
1
5
・
1
6日
、

午
後
6
時
3
0分
～
8

時
3
0分

場
所

助
労
福
祉
会
館
(
霞
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

対
象

▽
区
内
在
住
・
在
助
の

方

▽
中
小
企
業
に
働
く
中

鳥
年
若
と
そ
の
配
偶
者

▽

人
事
・
労
務
担
当
者

▽
そ

の
他
希
望
各

内
容

▽
人
生
8
0年
時
代
を
迎

え
て

▽
退
職
シ
ョ
ッ
ク
を

乗
り
切
る
に
は

▽
退
職
後

の
経
済
プ
ラ
ン
、
生
き
が
い

開
発
、
健
康
対
策
の
畑
識

等
講
師

竹
内
繁
氏
{
P
R
E
P
　

帰
営
研
究
所
土
任
猜
鬯

定
貝
9

人
(
抽
選
)

s
用
無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
ゐ
期
限
2

月
3
日

申
込
・
問
合
せ
先

勤
労
福
祉

会
館
s
a
3
5
8
1

区
民
《
救
急
法
》
講
習
会

日

時
2

月
6

・
7

・
8

・
1
3
・

1
4
・
1
5

・
2
0

・
2
1
・
2
2
日

、午

後
1

時
3
0

分
～
4

時
3
0

分

堆
所

中

央
本
町

セ

ン
タ

ー

対
象

溂
1
8

歳
以

上

の
区

民
で

地

城
の

サ
ー

ク
ル

等
の

指
導

肴

的
立

鳩
の

方

内
客

魯

病
人

や
ケ

ガ
人

を
救

助

し

、
医

師

に
運

ぶ
ま

で
の

応

急
処

置

旗
師
日
本
赤
十
宇
社
指
導
s

定
輿
6
0
人
(

抽
遇
)

賢
用

無
料
{
教
材
W
実
W
負

但
申
込
方
法

往
榎
(
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
、
生
年
月
日

、
職

桑

、『
救
急
法
希
望
』と
明
記

申
込
期
限
1

月
2
4日
消
印
有

効
申
込
・
間
食
せ
先

本
庁
舎
・

体
育
振
興
係瑟

1
1
1
1

㈹

新
春
子
ど
も
映
画
会

《
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
》
を
上
映

日
時
1

月
2
0日
出

、
午
後
1
　

時
朽
吠

午
後
3

時

塔
所

柬
那
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

費
用

無
料

申
込
方
法

直
嫡
会
場
へ

問
合
せ
先

東
部
区
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
e

緜
7
1
0
1

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

か
ら
だ
を
動
か
し
て
あ
そ
ぶ

日
時
2

月
8
・
1
5・
2
2日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
1
5
分

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

(
用
具
を
便
わ
ず
に
)

▽

ど
こ
で
も
あ
そ
ん
じ
や
お
う

{
用
具
を
便
っ
て
}

▽
そ

う
い
え
ぱ
こ
ん
な
み
そ
ぴ
も

あ
っ
た
{
伝
承
あ
そ
び
}

申
ゐ
方
法

所
定
の
用
紙
ま
た

は
電
陪

申
込
・
問
合
せ
先

本
斤
含
・

少
年
育
成
係霤

鮫
1
1
1
1

㈹

中
小
企
業
経
営

近
代
化
講
座
商
業
系

区
で
は

、
東
京
商
工
会
躡
所

足
立
支
部
と
共
催
で

、
経
営
の

近
代
化

を
目
的
と
し
た
講
座
を
3

回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時
・
内
容

下
表
の
と
お
り

場
所

勤
労
碼
祉
会
館

薐
瀬

ア
ル
ミ
エ
内
}

対
象

商
業
者
ま
た
は
関
心
の

あ
る
方

定
員
5
0

人

受
S

料

麻
料

申
込
方
法

電
話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
商
米
烱
興
係

魯
脚
5
1
9
1

手
芸
教
室
《
紋
り
染
め
》

日
時
1

月
2
4日
、
2
月
2
1日
、

午
後
1
時
～
4
時

内
容

絞
り
染
め
{
ブ
ラ
ウ
ス
、

の
れ
ん
ほ
か
}

対
一

区
内
在

任
・
#
鮖
の
女

性
定
員
3
0

人

賢
用

千
円
(
布
、
桑
料
代
)

申
ゐ
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話

受
付
開
始
1

月
卩
日

申
込
・
問
合
せ
先

柬
膠

質

襌
祉
セ
ン
タ
l
t
S
7
1

※ い ずn も 午後1 眄 匐 分 乙夕ら3 時30 分i で

お
と
し
よ
り

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度
は
、老
人
保

崘
法
に
よ
る
医
療
給
付
(
国
)
、

老
人
医
療
k
助
成
制
度
(
鄒
@

)
、
壜

護
科

差

額
助

成

制

度

(
区
)

が

あ
り

ま
す
{

下

表
}

。

対
象

者

で

「
老

人
医

療

証

」

の

な

い
方

お
よ
び

、

】
鄒
負

担

金

の
特

例

に
該
当

す

る
方
i

定

証
等

が
必

要
)

は

、

手
観

き

を

し
て

く
だ

さ

い

。

申

崎
・

問
合

せ
先

本

庁

舎
・

老
人
医

療

係
S

眤
1
1
1
　
1

㈹

所得制限 基準額表( 福)

老 人 医 療 制 度( 3 人以 上 … , 1人に つき33 万 円を 加 算)

4
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

ね
た
き
り
や
病
弱
な
お
と
し
よ

り
が
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う

、
ま
た
そ
れ
ら
を
未

然
に
予
防
す
る
た
め
、
専
門
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

募
集
事
業

デ
ィ
ホ
ー
ム
、
機

能
馴
練

利
用
期
間
4
月～
9
月
(
6
　

ヵ
月
間
)

対
象
・
定
員
'
賢
用

下
表
の

と
お
り

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
1

月
3
1日

憲
お
と
し
よ
り
に
適
し
た
昼
食

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係

一
g
1
1
1
1

㈹

高齢者在宅センター

高齢者在宅サービスセンター事業概要

介護者教室

高齢者の
健康管理

高
齢
者
の
健
康
曹
理
を
食
生

活
の
視
点
か
ら
考
え
ま
す
。

日
時
2
月
6
弖
さ
。
午
後
　

2
時
～
4
時

対
象

▽
地
域
で
粮
食
サ
ー
ピ

ス
を
し
て
い
る
方

▽
在
宅

で
食

事
介
助
し
て
い
る
方

▽
そ
の
攸
藺
心
の
あ
る
方

定
員
2
5
人

講
師

玉
田
富
子
氏
(
池
繝
保

筒
所
)

申
ゐ
方
法
窓
口
ま
た
は
電
晒

鳩
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
高
　

齢
者
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
　

ー
「は
な
は
た
」
【花
畑
4
-
　

3
9
-
1
0
・
】圀
7
9
4
6
}

お
知
ら
せ

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

2
月
1
日
硯
在
で
全
国
一
斉

に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し

ま
す

。

こ
の
調
査
は

。
農
家
お
よ
び

農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る
S
秦

体
と

、
山
林
を
保
有
す
る
一
定

規
榠
以
上
の
方
を
対
象
に
、
農

林
業
行
政
に
必
要

な
基
礎
資
料

膏
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

い
ま
す
。

1
月
下
旬
か
ら
2
月
上
旬
に

か
け
て

、
調
査
員
が
躙
麌
対
象

と
な
っ
た
方
々
を
肋
間
し

。
調

査
し
ま
す
。
岡
査
内
容
を
他
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

。
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
曾

。

統
計
係

魯
颱
5
0
3
3

縦
覧
し
ま
す

《
都
市
計
画
案
》

次
の
都
市
計
画
の
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す
。
関
係
の
あ
る
方

は
、
内
容
に
つ
い
て
都
知
事
お

よ
び
区
憂
に
、
耆

審

を
提
出

で
き
ま
す

。

①
東
衣
都
市
叶
画
神
明
三
丁
目

地
区

、
地
区
計
画
の
変
更

②
苟
区
叶
画
変
更
に
伴
う
用
途

地
域
・
地
区
の
変
更

忠

次

区
城

神
明
三
丁
目
お

よ
び
六
木
三
丁
目
各
地
内

③
聚
京
都
市
計
画
下
水
道
(
花

畑
北
雨
水
・
砂
幹
線
)
の
変
更

区
破

花
畑
一
・
予

四
丁
賤

千
住
碍
町

千
住
河
原
町

、

千
住
桜
木
一
丁
目

、
千
仕
藺

晨
町

千
住
龍
田
町

千
佳

仲
町

、
千
住
東
一
丁
目

、
千

佳
緑
町
二
・
三
丁
目
、
千
佳

盲
元
町
各
地
内

縦
賢
・
意
見
書
の
提
出
期
間

1
月
1
7
日
～
3
1
日

樅
賢
崎
所
・
意
見
一

の
提
出
先

▽
都
・
都
市
計
面
局
総
穆
部

柯
陝
情
報
諫

▽
区
・
本
庁

舎
・
都
市
計
画
係

問
合
せ
先
▽
印
:
本
7
含
・
　

ま
ち
づ
く
り
課
事
業
第
一
保
　

茣
嵩
y
・
-
本
庁
舎
・
都
市
計
　

画
係

と
も
に
酋
脱
1
1
1
1

㈹

競
争
入
札
・
参
加
資
格

審
査
(
工
事
)
追
加
受
け
付
け

平
成
2
年
度
に
、
区
の
建
設

工
事
等
の
髮

て

札

に
齊
叩
を

希
望
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い

。

受
付
日
碍
2
月
7
日
～
1
4
　

日
。午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
　

4
時
(
休
日
・
昼
食
時
間
を

除
く
)

賢
付
場
所

本
庁
舎
・
入
札
童

申
請
用
衄

都
財
務
局
所
定
用

紙
(
財
団
法
人
東
京
都
弘
済

会
で
販
売
)

問
合
せ
先

本
7
舎
・
契
杓
男

一
係

・
l
覬
1
1
1
1

㈹

深夜バス
( ミ ッ ド
ナ イ ト25

)

― 増発 ・延長 ―

※ 月鼈～金襴日、匹320円小人11円
● e のは 泯 滿セン タ 行

みんなの健 康
旱Uj 霖 語 部

江 北 保 談所 四8- 4004覃和 保健 相 談所 き606- 4171　
央本町保健相談所 　880- 5351
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統計グラフコンクールで
大 活 躍花畑中学校

平野小学校

「
数
字
や
グ
ラ
フ
が
立
体
的
に
見
え
る

よ
う
に
」「
こ
の
角
度
の
地
球
つ
て
、
罵

外
に
賢
料
が
な
い
ん
で
す
」
と
制
作
メ

ン
バ
ー
の
平
野
良
三
君
、
皆
川
健
一
郎

君
、
和
井
田
栄
司
君
、
松
本
収
司
君

昨
年
行
わ
れ
た
第
3
7回
東
京

都
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

で
二
化
畑
中
学
校
と
平
野
小
学

校
が
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

特
に
花
畑
中
学
校
は
、
名
誉

会
長
特
別
賞
の
2
年
連
続
受
賞

を
始
め
、
名
誉
会
長
賞
か
ら
学

校
賞
、入
選
と
。上
位
の
賞
ほ
と

ん
ど
を
受
賞
す
る
健
闘
ぶ
り
。

花
畑
中
が
統
計
グ
ラ
フ
教
育

に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
昭
和

4
2年
か
ら
。
以
来
、
学
校
賞
受

賞
は
H
回
を
数
え
ま
す
。

「
情
報
に
押
し
っ
ぶ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
分
に
必
要
な
情

報
を
取
り
出
し
、
ま
と
め
、
自

分
の
も
の
に
し
て
役
立
た
せ
る

の
が
ね
ら
い
で
す
」
と
数
学
科

教
諭
の
上
倉
先
生
。

テ
ー
マ
は
自
由

。
し
か
し
中

学
生
と
も
な
る
と
世
相
や
ニ
ュ

ー
ス
に
敏
感
で
、
フ
ロ
ン
ガ
ス

と
オ
ゾ
ン
の
関
係
を
表
わ
し
た

作
品
「
壊
れ
ゆ
く
地
球
に
は
、

全
国
大
会
で
も
佳
作
に
入
賞
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
ふ
学
校
の
部
で
は

平
野
小
学
校
が
大
活
躍
。
協
会

艮
賞
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
賞
、

入
選
と
、
こ
ち
ら
も
ほ
と
ん
ど

の
亥
を
独
占
し
て
い
ま
す
。

意
外
と
数
字
に
強
い
足
立
っ

子
た
ち
。
今
軍
は
ど
ん
な
テ
ー

マ
を
取
り
あ
げ
、
工
夫
を
こ
ら

す
の
で
し
ょ
う
か
。

今
が
出
荷
最
盛
期

千住
ねぎ

冬
の
お
ナ
ベ
に
欠
か
せ
な
い

畏
ネ
ギ
。
な
ん
と
、
足
立
の
地

名
の
付
い
た
ネ
ギ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
名
も
ズ
バ
リ
「
千
住

ね
ぎ

。根
深
ネ
ギ
の
元
祖
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
の
ネ
ギ
よ
り
白
い
部
分

が
長
く
、
太
さ
も
2
～
3
倍
。

け
み
も
た
っ
ぶ
り
で
お
い
し
い

と
評
判
、
品
質
の
良
さ
も
折
り

紙
つ
き
で
す
。

千
住
ね
ぎ
の
原
産
地
は
、
現

在
の
江
東
区
砂
町
あ
た
り
。
大

阪
城
が
落
城
し
た
嘸

敗
軍
の

浪
士
が
ネ
ギ
の
種
を
携
え
て
き

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。葛
飾
や
足
立

】帯
に

広
ま
り
ま
し
た
が
、
よ
ほ
ど
千

住
の
地
味
と
合
つ
た
の
で
し
よ

う
。
成
長
に
合
わ
せ
て
周
り
の

土
を
寄
せ
て
盛
り
、
食
用
の
白

い
部
分
を
長
く
す
る
方
法
も
当

時
、
考
え
だ
さ
れ
た
も
の
。
区

内
で
は
、
谷
中
四
丁
目
の
浅
野

紀
夫
さ
ん
宅
が
栽
培
農
家
の
代

表
格
。
約
凹
-
ほ
ど
作
付
け
し

て
い
ま
す
。

八
百
屋
さ
ん
の
店
先
で
、

堂
々
と
太
っ
た
ネ
ギ
を
見
か
け

た
ら
、
そ
れ
は
き
っ
と
千
住
ね

ぎ
。味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

右が千住ねぎ

( 左は普通のネ ギ)

『今年はで きが良い ですよ』
と洩野さん

工
事
情
報

○
公
園
大
島
公
園
維
持
　
　

で
2
年
2
月
)
、南
花
畑
二
　

丁
目
児
童
遊
園
植
栽
(
～
2
　

年
3
月
)
、六
木
第
三
公
園
造
　

園
(
～
2
年
3
月
)

た
だ
い
ま
製
作
中

陶
芸
家
・
福
島
敏
夫
さ
ん

目
と
耳
に
障
害
を
持
ち
な
が

ら
陶
芸
を
続
け
て
い
る
伊
興
町

前
沼
に
お
住
ま
い
の
福
島
敏
夫

さ
ん
は
、
現
在
、
智
恵
遅
れ
の

青
年
た
ち
で
運
営
し
て
い
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
『
た
け
の
こ
村
』
(
岡

山
県
倉
敷
市
)

へ
出
展
す
る
作

品
の
製
作
に
、
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

「
年
に
一
度
く
ら
い
、
自
分

の
技
術
の
確
認
も
兼
ね
て
、
各

地
の
陶
芸
家
の
元
を
尋
ね
て
行

く
ん
で
す
。
昨
年
は
、
本
場
の

備
前
焼
を
見
に
。
岡
山
へ
行
き

ま
し
た
。
こ
の
時
『
た
け
の
こ

村
』
経
営
者
の
藤
岡
博
昭
さ
ん

と
出
品
の
約
束
を
し
て
き
た
ん

で
す
」
と
福
島
さ
ん
。

8
年
前
に
、
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
陶
芸
講
習
会
で
基

礎
を
学
び
、
そ
の
魅
力
に
ひ
か

れ
、
以
来
、
独
学
で
陶
芸
を
続

け
て
い
ま
す
。
福
島
さ
ん
は
、

陶
器
に
光
沢
を
出
す
う
わ
薬
を

自
分
で
調
合
し
た
り
、
良
い
抹

茶
茶
碗
を
作
る
た
め
に
茶
道
教

室
へ
通
う
な
ど
、

研
究
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。

「
ロ
ク
ロ
を
回

し
、
土
の
手
ざ
わ

り
を
楽
し
み
、
焼

き
上
っ
て
み
て
初

め
て
作
品
の
良
し

悪
し
が
判
る
陶

芸
。
体
の
不
自
由
な
方
も
、
ぜ

ひ
、
陶
芸
を
」
と
そ
の
魅
力
を

語
る
福
島
さ
ん
。

近
い
う
ち
に
目
の
不
自
由
な

人
が
触
れ
る
展
示
会
を
開
催
し

た
い
そ
う
で
す
。

製
作
中
の
作
品
を
前
に
福
鳥
さ
ん

まちで見つけた
葉ぼたんの園

葉
ぼ
た
ん
は
、
冬
を
彩
る
季

節
感
あ
ふ
れ
る
花
。

西
新
井
六
丁
目
に
お
住
ま
い

の
江
川
龍

】さ
ん
の
お
宅
は
、

区
内
で
も
数
少
な
い
、
葉
ぼ
た

ん
の
裁
培
農
家
で
す
。「
葉
ぼ
た

ん
は
、
寒
け
り
や
寒
い
ほ
ど
発

色
が
良
く
な
る
ん
で
す
。
去
年

は
、
暖
冬
で
心
配
し
て
た
ん
で

す
が
、
以
外
と
い
い
色
合
い
の

花
が
で
き
ま
し
た
よ
」
と
江
川

さ
ん
。

夏
の
暑
い
盛
り
の
植
付
け
か

ら
、冬
の
寒
い
日
の
出
荷
ま
で
、

手
を
か
け
て
育
て
た
葉
ぱ
た
ん

が
、
昨
年

「
第
1
9回
足
立
区
冬

花
展
示
会
」
で
見
事
優
良
賞
を

受
賞
。

江
川
さ
ん
は

屈

年
間
手
が

け
て
き
て
、
初
め
て
賞
を
も
ら

い
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
」
と
、
そ
の
時
の
喜
び
を

語
り
ま
す
。

冬
に
咲
く
大
輪
、葉
ぱ
た
ん
。

実
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
変
種
だ
そ
う

で
す
。

葉ぼ たん錮で江j l l さん
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目
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路
灯
　

新
般
(
伊
興
五
丁
目
1
9
～
四
　

丁
目
2
0
、～
2
年
3
月
)
、新
　

芝
川
自
転
車
道
設
置
(
鹿
浜
　

二
丁
目
鯒
～
2
年
3
月
)

○

公
園

伊

興
公
園

維
持

T
2

年
3
月
)

旅館のご主人は芸術家
佐久間二郎さん

自
分
の
住
ん
で
い
る
千
佳
の

ま
ち
の
移
り
変
り
を
、
絵
(
ガ

キ
に
書
き
残
し
て
い
る
ま
ち
の

芸
術
家
ふ

ち
住
三
丁
目
で
旅
館

を
宮
む
佐
久
間
二
郎
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
に
数
1
0
0点
の
作
品
を

書
き
あ
げ
て
い
ま
す
。

画
材
用
誤
a

、和
紙
(
享

、

手
作
り
の
葦
ペ
ン
、
割
り
ば
し

ペ
ン
、
万
年

筆
、
水
彩
絵

具
。
佐
久
間

さ
ん
は
、
写

真
取
材
を
も

と
に
、
千
住

ら
し
さ
を
。

み
ご
と
に
描

い
て
い
ま

す
。

「
一
枚
書
き
あ
げ
る
の
に
早

い
も
の
で
5
分
位

、
し
か
し
細

か
い
も
の
だ
と
何
時
間
も
か
か

り
ま
す
ね
。
私
の
(
ガ
キ
絵
を

見
て
そ
の
時
代
時
代
の
情
景

が
、
頭
に
浮
び
皆
さ
ん
に
、
懐

か
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
佐
久
間
さ

ん
。非

常
に
多
趣
味
で
絵
以
外
に

も
彫
刻
や
俳
句
も
さ
れ
る
そ
う

で
、
家
の
中
が
ま
る
で
美
術
館

の
よ
う
で
し
た
。

2
月
中
旬
に
北
千
住
駅
ビ
ル
W
I
Z

の
N
T
T

テ
レ
コ
ム
プ

ラ
ザ
で
個
展
を
予
定
し
て
い
ま

す
。寒

い
冬
で
す
が
美
術
鑑
賞
で

も
い
か
が
で
す
か
?

筆をと る佐久間さん

小正月に
え ん ま

お閻魔様の縁日
千 住 ・勝 専 寺　

千
住
の
勝
専
寺
で
、1
月
と
7

月
の
1
5・
1
6日
に
、
お
間
魔

様
の
縁
日
が
行
わ
れ
ま
す
。

勝
専
寺
の
閻
魔
否

寛
罌

年
(
1
7
8
9

年
)
作
の
忿
怒

坐
像
、
赤
顔
に
赤
い
服
を
ま
と

い
怒
っ
た
形
相
で
、
五
欲
の
濁

泄
に
罪
を
か
さ
ね
る
人
間
た
ち

を
見
お
ろ
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
1
月
1
5・
1
6

日
の
両
日
に
は
参
道
に
沢
山

の
出
店
が
な
ら
び
、
お
参
り
す

る
人
で
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
で

す
。勝

専
寺
(
J
R
北
千
住
駅
下

車
徒
歩
5
分
)
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瀬
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千三ラジオ

体 操 会 そう快な朝1 万日

千
住
寿
町
、
千
佳
大
川
町

、

千
住
柳
町
。
千
住
元
町
の
有
志

が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る

イ

三
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
は
、

昭
和
3
4年
4

月
か
ら
、
毎
朝
ラ

ジ
オ
体
操
を
続
け
、
昨
年
1
2
月
1
6

日
に
1
万
日
を
達
成
し
ま
し

た
。

会
員
は
、小

字
3
年
生
か
ら
8
7

歳
の
お
と
し

よ
り
ま
で
の
4
7

人
。千
寿
第
三

小
学
校
の
校
庭

を
会
場
に
。雨

の
日
以
外
は
毎

日
欠
か
さ
ず
続

け
て
き
ま
し

た
。記

録
達
成
の

日
、
日
の
出
前

の
ま
だ
薄
暗
い

校
庭
に
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ

朝
の
あ
い
さ
つ

を
元
気
に
交
わ
し
て
、
ラ
ジ
オ

体
操
を
開
始
。
第
1
体
操
が
終

わ
る
と
、
1
万
日
達
成
を
告
げ

る
テ
ー
プ
が
流
れ
、
思
わ
ず
会

員
の
聞
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。

「
当
初
か
ら
、
そ
の
日
の
天

気

、
参
加
人
数
を
日
記
代
わ
り

に
記
録
し
て
き
ま
し
た
。
本
当

に
よ
く
続
い
た
と
思
い
ま
す
」

と
長
谷
部
会
長

。

昨
年
は
、
3
0周
年
を
迎
え
、

参
加
者
も
延
べ
4
0万
人
を
越
え

ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
ま
た
新

た
な
記
録
に
向
け
て
、
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

今日も元気に、イチ、二、サン、シ!

扇
小
学
校
の

″ミ
ニ
郷
土

博
物
館
″

昨
年
H
月
、
創
立
2
0周
年
を

迎
え
た
扇
小
学
校
は
、
昔
の
農

具
や
食
器
な
ど
を
集
め

た
郷
土
資
料
室
を
開
設

し
ま
し
た
。
農
車
、
す

き
や
く
わ
、
脱
穀
機
、

石
う
す
、
釜
な
ど
8
0点

を
越
え
る
懷
し
い
品
々

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
郷
土
資
料
室
の

開
設
に
尽
力
し
た
の

は
。
地
域
の
方
々
が
中

心
と
な
っ
た
2
0周
年
記

念
行
事
協
賛
会
(
阿
出

川
信
夫
会
長
)
の
皆
さ

ん
。
学
校
周
辺
の
農
業

を
営
む
家
に
直
接
足
を
運
ん
で

調
査
。
納
屋
に
仕
舞
い
込
ま
れ

て
い
た
農
具
な
ど
の
寄
付
を
受

け
て
収
集
し
ま
し
た
。

「
扇
周
辺
も
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
が
立
ち
並
び
、
田
園
風
景
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち

の
た
め
に
も
、
昔
の
生
活
の
記

録
と
な
る
も
の
を
残
し
て
お
き

た
か
っ
た
」
と
企
画
を
担
当
し

た
竹
原
京
子
さ
ん
。
子
供
た
ち

は
「
昔
の
人
は
手
作
業
が
多
く

て
、た
い
へ
ん
だ
っ
た
ん
だ
ね
」

「
古
い
木
の
道
具
ぽ
か
り
で
び

っ
く
り
し
た
」
な
ど
と
様
々
な

反
応

。
社
会
科
の
学
習
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

眥の農具に みんなキョ ロキョロ
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